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33RobMcCausland,Community Media Database (Version 1.0),（2011, updated
in2014),Dec.25,2019<http://communitymediadatabase.org/node/2> 左 記 URL に
データへのリンクがあり、総施設数については2,100以上示されているが、瑕疵と思わ
れるデータは筆者の判断で省いた。


















アーカンソー 14 0 0 0 移行済
アイオワ 30 3 1 0 移行済
アイダホ 4 0 0 0 移行済
アラスカ 4 1 0 0 移行済
アラバマ 9 0 0 0
アリソナ 32 1 0 0 移行済
イリノイ 65 4 2 0 移行済
インディアナ 19 4 1 0 移行済
ウィスコンシン 72 6 2 0
ウエストバージニア 9 0 0 0
オクラホマ 11 0 0 0
オハイオ 71 11 2 0 移行済
オレゴン 18 7 4 0
カリフォルニア 231 24 8 0 移行済
カンザス 19 1 1 0 移行済
ケンタッキー 16 3 1 0
コネチカット 59 9 6 0 移行済
コロラド 45 0 0 0
サウスカロライナ 9 0 0 0 移行済
サウスダコタ 4 0 0 0
ジョージア 32 0 0 0 移行済
テキサス 87 1 0 0 移行済
テネシー 20 1 0 0 移行済
デラウェア 1 0 0 0 移行済
ニュージャージー 112 2 1 0 移行済
ニューハンプシャー 49 8 3 1
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ニューメキシコ 12 0 0 0
ニューヨーク 57 13 10 0
ネバダ 6 0 0 0 移行済
ネブラスカ 6 1 1 0
ノースカロライナ 48 3 2 0 移行済
ノースダコタ 7 1 1 0
バージニア 81 3 1 0 移行済
バーモント 25 13 13 0 移行済
ハワイ 4 4 4 0 移行済
フロリダ 85 0 0 0 移行済
ペンシルバニア 37 5 4 0
マサチューセッツ 231 89 28 1
ミシガン 78 9 3 0 移行済
ミシシッピ 5 0 0 0
ミズーリ 34 0 0 0 移行済
ミネソタ 72 14 8 0
メイン 90 4 1 0 移行済
メリーランド 51 5 2 0
モンタナ 4 0 0 0
ユタ 7 0 0 0
ルイジアナ 17 0 0 0 移行済
ロードアイランド 10 0 0 0 移行済
ワイオミング 5 0 0 0
ワシントン 52 2 2 0
ワシントンDC 4 0 0 0 移行済































































































41Cable Television Consumer Protection And Competition Act of 1992,（Public
Law102-385).


























































45Opinion of Thomas, J.,518U.S.at827.
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由として考えられるのは、ポルノまがいの「芸術」やネオナチの「政治思想」
に関わりたくないのでPACにも無関心を決め込んでいる―その可能性は決
して低くはないだろう。実際のところ、そのような極端な番組は少数なのだ
が、あたかもチャンネル全体が問題を抱えているかのように、実態よりも低
く評価されてきたのがPACなのである。自らパブリック・アクセスの普及
に貢献してきたハーレックは、「市議会中継や人権啓発番組、さらには教師
や学生たちによる教育番組といった存在はほとんど語られることがない・・・
まるでタブロイド紙の派手な見出しだけで、街全体が評価されるようなもの
だ」57と憤る。
　これまで、チャンネルの管理運営者が番組内容への干渉を禁止されていた
からこそ、極端な番組の入り込む余地があった。そんなPACを、既存のマス・
メディアは問題視し、学者・研究者は無関心を決め込み、世間は嘲笑の的に
してきた58。「私は君の言うことを徹頭徹尾嫌悪するが、しかしそれを言う君
の権利を死ぬまで擁護する」59―この言葉は美しく、PACの目指すところで
もある。しかし、その理念が崇高であればあるほど、電子演壇に携わる人々
の足枷は重みを増していく。問題が起きるたびに、パブリック・アクセスの
現場はとまどい、混乱し、疲弊し、憤慨してきたことだろう。
　今回のハーレック事件により、取りあえずNPOなど民間のチャンネル運
営者については州の行為者でないと判示された。それゆえ、番組の内容によっ
ては放映拒否する旨を、利用者規約に掲げるチャンネル運営者が今後は出現
するかもしれない。つまり、ポルノまがいの「芸術」やヘイトスピーチを含
む番組の放映が、アクセス・センターによっては拒絶される可能性も出てき
たということだ。それは、パブリック・アクセスの崇高なる理念から一歩退
いたことを意味するのかもしれない。
57Ibid.,97.
58映画Public Access（1993年）やWayne’s World（1992年）に、パブリック・アクセスに
対するアメリカ人の一般的なイメージが見て取れる。
59これまでヴォルテールのことばとされてきたが、近年はヴォルテールの姿勢
を描写したものとして紹介されることが多い。
